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昨
年
十
月
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞

し
た
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
が
六
月
五
日
に

講
演
を
し
た
。
受
賞
者
の
義
務
で
あ
る

講
演
が
い
つ
行
わ
れ
る
か
注
目
さ
れ
て

い
た
け
れ
ど
、
こ
れ
で
世
界
中
の
ひ
と

が
ほ
っ
と
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

ま
ず
デ
ィ
ラ
ン
は
「
最
初
は
な
ぜ
、

私
の
歌
が
文
学
に
関
係
あ
る
の
か 

と
ま
ど
っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
じ
っ
く

り
と
考
え
、
文
学
と
私
の
歌
が
ど
う 

つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
理
解
し
た
い
と 

思
っ
た
」
と
率
直
な
気
持
ち
を
述
べ
た
。

わ
た
し
た
ち
は
何
よ
り
も
そ
の
こ
と
ば

を
聴
き
た
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
と
し
て
で
は
な
く
詩
人
と
し
て

の
功
績
を
評
価
さ
れ
た
の
は
心
外
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
長
い
沈
黙
が
何
を
意

味
す
る
の
か
、
デ
ィ
ラ
ン
自
身
が
語
る

日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
。 

ま
た
、
「
私
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

自
分
の
曲
に
込
め
て
き
た
。
だ
が
何
を

意
味
す
る
か
気
に
病
む
つ
も
り
は
な
い
」

と
言
っ
て
い
る
。
デ
ィ
ラ
ン
は
六
〇
年

代
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
カ
フ
ェ
や
路

上
で
歌
っ
て
き
た
。
そ
の
間
に
ア
メ
リ 

 
 

 カ
で
は
キ
ュ
ー
バ
危
機
や
公
民
権
運
動
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
な
ど
が
あ
り
、
揺
れ
動

く
自
身
の
気
持
ち
を
詞
に
す
る
こ
と
で
、

「
時
代
の
精
神
」
を
表
現
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

「
プ
ロ
テ
ス
ト
・
シ
ン
ガ
ー
」
と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
抗
議
す
る
の

で
は
な
く
自
身
の
内
奥
を
探
り
、
語
り

か
け
る
よ
う
に
歌
う
。
そ
の
た
め
、
わ

か
り
に
く
い
歌
詞
も
多
い
。
「
ラ
イ
ク
・

ア
・
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
」
や 

「
は
げ
し
い
雨
が
降
る
」
な
ど
に
殊
に

現
代
詩
的
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。 

代
表
曲
「
風
に
吹
か
れ
て
」
で
は
、 

「
ど
れ
だ
け
道
を
歩
い
た
ら
／
一
人
前

の
男
と
み
と
め
ら
れ
る
の
か
」
と
問
い

を
い
く
つ
も
並
べ
、
「
こ
た
え
は
風
に

舞
っ
て
い
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
あ
り

き
た
り
な
観
念
論
に
持
っ
て
い
か
な
い

歌
詞
が
人
び
と
の
共
感
を
呼
ん
だ
の
だ

と
思
う
。 

フ
ォ
ー
ク
か
ら
ロ
ッ
ク
へ
と
転
向

し
た
と
き
、
フ
ァ
ン
の
大
ブ
ー
イ
ン
グ

を
浴
び
た
が
、
デ
ィ
ラ
ン
は
立
ち
止
ま

ら
な
か
っ
た
。
新
し
い
音
楽
を
め
ざ
し 

     

  て
苦
闘
す
る
姿
は
求
道
者
の
よ
う
で
も 

あ
る
。 

内
外
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
も
ち

ろ
ん
、
デ
ィ
ラ
ン
に
影
響
を
受
け
た
詩

人
も
少
な
く
な
い
。
「
時
代
の
精
神
」

を
呼
吸
す
る
よ
う
に
書
か
れ
た
詩
は
、

現
代
詩
の
大
き
な
潮
流
の
一
つ
と
い
っ
て

も
い
い
と
思
う
。 

半
世
紀
に
渡
っ
て
世
界
の
音
楽 

シ
ー
ン
を
牽
引
し
て
き
た
七
六
歳
の
ボ

ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
。
偉
大
な
詩
人
と
同
じ

時
代
を
生
き
て
い
る
幸
福
を
思
う
。 

（
お
わ
り
）

所沢図書館だより 
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一
九
五
六
年
東
京
生
ま
れ
。
二
○
一
〇
年

『
空
の
庭
、
時
の
径
』
（
書
肆
山
田
）
で

第
二
六
回
詩
歌
文
学
館
賞
を
受
賞
。
現
代

詩
人
会
会
員
。
詩
集
に
『
森
の
明
る
み
』

（
二
○
一
四
年
・
思
潮
社
）
な
ど
が
あ
る
。

八
二
年
よ
り
個
人
誌
「
雨
期
」
を
発
行
し
、

現
在
六
八
号
。 
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南
ロ
シ
ア 

Ａ
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
と
Ｍ
・
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
生
誕
の
地
を
行
く 

  
講
師 

鴨
川 

和
子
氏 

平
成
29
年
３
月
4
日
（
土
） 

会
場
：
所
沢
図
書
館
本
館 

 【
南
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
】 

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
ソ
ビ

エ
ト
崩
壊
後
二
十
数
年
、
南
ロ
シ
ア
の

大
学
、
研
究
機
関
、
博
物
館
な
ど
の
専

門
家
と
共
同
で
仕
事
を
し
、
旅
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

南
ロ
シ
ア
で
は
、
古
生
物
学
的
な
も

の
か
ら
考
古
学
的
な
も
の
ま
で
、
多
く

の
品
々
が
出
土
し
ま
す
。
例
え
ば
、
六

〇
万
年
前
の
ト
ロ
ゴ
ン
テ
リ
ー
ゾ
ウ
の

化
石
や
、
八
〇
〇
万
年
前
の
長
鼻
類
デ

イ
ノ
テ
リ
ウ
ム
の
骨
格
は
、
世
界
的
に

も
貴
重
な
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
紀
元
前
七
世
紀
末
か
ら
紀
元

後
四
世
紀
ま
で
栄
え
た
、
騎
馬
遊
牧
民

ス
キ
タ
イ
、
サ
ル
マ
タ
イ
は
、
鞘
に
動

物
の
レ
リ
ー
フ
が
施
さ
れ
た
黄
金
の
短

剣
の
よ
う
な
、
黄
金
芸
術
と
呼
ば
れ
る

至
宝
を
残
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
す
ば
ら
し
い
出
土
品
は
、

ア
ゾ
フ
や
モ
ス
ク
ワ
の
博
物
館
、
エ
ル

ミ
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、

私
自
身
も
展
示
会
等
を
通
じ
て
、
こ
れ

ら
を
日
本
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。 

 

【
ア
ン
ト
ン
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
】 

ア
ン
ト
ン
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
、
ロ
シ

ア
と
諸
外
国
の
文
化
に
触
れ
ら
れ
た
貿

易
港
タ
ガ
ン
ロ
グ
で
生
ま
れ
、
十
三
歳

の
時
に
は
も
う
、
演
劇
の
虜
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。 

当
時
の
タ
ガ
ン
ロ
グ
で
は
、
国
内
外

の
名
作
の
他
、
子
供
に
は
見
せ
ら
れ
な

い
よ
う
な
出
し
物
も
上
演
さ
れ
て
お
り
、

学
校
は
生
徒
の
劇
場
へ
の
出
入
り
を
禁

じ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
と
彼
の
友
人

達
は
、
監
視
の
目
を
潜
り
抜
け
て
観
劇

し
た
と
言
わ
れ
、
彼
の
才
能
は
こ
の
頃

に
培
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

彼
が
十
六
歳
の
時
、
父
の
営
む
雑
貨

店
が
破
産
し
ま
す
。
一
家
は
モ
ス
ク
ワ

へ
夜
逃
げ
し
ま
す
が
、
ア
ン
ト
ン
だ
け

は
タ
ガ
ン
ロ
グ
に
残
り
勉
学
を
続
け
ま

し
た
。 

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
彼
は
詩
や
戯
曲
を

書
い
て
い
た
と
言
わ
れ
、
モ
ス
ク
ワ
大

学
医
学
部
に
入
っ
て
か
ら
は
、
家
計
を

支
え
る
た
め
、
雑
誌
、
新
聞
に
七
年
間

で
四
〇
〇
点
以
上
の
作
品
を
執
筆
し
て

い
ま
す
。 

チ
ェ
ー
ホ
フ
の
生
き
た
時
代
は
、
世

紀
末
の
灰
色
の
時
代
と
言
わ
れ
、
ロ
シ

ア
の
歴
史
に
も
希
に
み
る
空
虚
で
希
望 

      の
持
て
な
い
時
代
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

特
に
、
一
八
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年

代
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
当
局
に
よ
る
革
命

運
動
弾
圧
と
反
動
の
勝
利
の
時
代
と
な

り
、
革
命
の
信
念
と
情
熱
を
持
っ
て
解

放
を
夢
見
た
人
々
は
希
望
を
失
い
、

人
々
は
現
実
に
安
易
に
妥
協
し
、
社
会

悪
に
対
し
て
も
傍
観
的
な
態
度
を
と
っ

て
い
き
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
つ
い
て
、

チ
ェ
ー
ホ
フ
は
ど
の
よ
う
に
作
品
に
反

映
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

十
九
世
紀
末
の
貧
し
い
、
灰
色
の
、

困
難
な
社
会
と
言
わ
れ
た
帝
政
ロ
シ
ア

末
期
、
沈
滞
し
き
っ
た
希
望
の
な
い
時

代
の
彼
の
代
表
作
に
は
、
初
期
の
短
編

小
説
で
は
『
小
役
人
の
死
』
、
『
カ
メ

レ
オ
ン
』
、
『
接
吻
』
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
後
の
『
箱
に
入
っ
た
男
』
、
『
恋

に
つ
い
て
』
に
は
、
人
間
及
び
社
会
の

不
合
理
に
対
す
る
怒
り
が
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
『
桜
の
園
』
、
『
か
も
め
』
、

『
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
』
、
『
三
人

姉
妹
』
な
ど
は
世
界
戯
曲
史
に
あ
っ
て

不
朽
の
名
作
と
さ
れ
、
中
で
も
『
桜
の

園
』
は
、
屈
指
の
名
作
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

こ
の
作
品
は
、
十
九
世
紀
末
の
ロ
シ

ア
の
と
あ
る
広
大
な
荘
園
を
舞
台
と
し

て
お
り
、
作
中
の
没
落
し
て
い
く
一
族

の
運
命
は
、
ロ
シ
ア
革
命
で
打
倒
さ
れ

た
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
の
ひ
な
形
の
様
だ
と

評
論
家
は
語
り
ま
す
。 

帝
政
ロ
シ
ア
末
期
の
作
家
チ
ェ
ー

ホ
フ
は
、
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
の
行
く
末
が

見
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

『
桜
の
園
』
は
、
病
魔
に
蝕
ま
れ
た

チ
ェ
ー
ホ
フ
が
、
死
の
一
年
前
と
な
る

一
九
〇
三
年
、
妻
の
オ
リ
ガ
・
ク
ニ
ッ

ペ
ル
に
捧
げ
て
書
き
上
げ
た
も
の
で
す
。

時
に
チ
ェ
ー
ホ
フ
四
十
三
歳
、
『
桜
の

園
』
は
そ
の
遺
作
と
な
り
ま
し
た
。 

 

【
ミ
ハ
イ
ル
・
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
】 

南
ロ
シ
ア
が
生
ん
だ
、
も
う
一
人
の

世
界
的
な
文
学
者
が
、
一
九
六
五
年
に

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
ミ
ハ
イ

ル
・
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
で
す
。 

文
化
の
香
り
高
い
貿
易
港
、
タ
ガ
ン

ロ
グ
で
少
年
時
代
を
過
し
た
チ
ェ
ー
ホ

フ
に
対
し
て
、
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
は
、
ド

ン
地
方
の
コ
サ
ッ
ク
の
寒
村
、
ヴ
ョ
ー

シ
ェ
ン
ス
カ
ヤ
村
で
生
ま
れ
、
人
生
の

Ａ・チェーホフの生家 
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ほ
と
ん
ど
を
そ
こ
で
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。 シ

ョ
ー
ロ
ホ
フ
の
『
静
か
な
ド
ン
』

は
、
膨
大
な
資
料
を
駆
使
し
て
、
第
一

次
大
戦
、
十
月
社
会
主
義
革
命
、
農
業

集
団
化
コ
ル
ホ
ー
ズ
、大
祖
国
戦
争（
第

二
次
世
界
大
戦
）
な
ど
、
内
戦
時
の
ド

ン
地
方
を
中
心
に
、
コ
サ
ッ
ク
内
部
の

激
し
く
厳
し
い
階
級
闘
争
の
姿
を
歴
史

的
ス
ケ
ー
ル
で
描
き
あ
げ
て
い
ま
す
。 

『
静
か
な
ド
ン
』
で
は
、
社
会
主
義

の
ソ
ビ
エ
ト
時
代
と
い
う
当
時
の
状
況

に
も
関
わ
ら
ず
、
政
治
的
に
中
立
な
姿

勢
が
貫
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
作
品
は
、
ど
ん
な
に
苦

し
く
残
酷
で
も
、
赤
裸
々
な
真
実
を
具

体
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
、
自
分
の
創

作
上
の
普
遍
的
な
掟
で
あ
る
と
す
る

シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
だ
け
に
書
く
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

【
阿
部
よ
し
ゑ
さ
ん
に
つ
い
て
】 

 

シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
の
作
品
の
普
及
に
、

全
力
を
注
い
だ
日
本
人
女
性
が
い
ま
し

た
。阿
部
よ
し
ゑ
さ
ん
で
す
。彼
女
は
、

若
く
し
て
夫
が
亡
く
な
り
、
五
人
の
子

ど
も
達
は
夫
の
家
に
引
き
取
ら
れ
ま
す

が
、
彼
女
自
身
は
除
籍
さ
れ
、
家
を
追

い
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、

彼
女
は
東
京
で
苦
労
し
て
速
記
を
習
い
、

モ
ス
ク
ワ
の
日
本
大
使
館
で
速
記
者
と

し
て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
も
、
彼
女
は
大
変
な
頑
張

り
を
見
せ
、
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
の
最
高

峰
の
ハ
ー
プ
奏
者
Ｋ
・
エ
ル
デ
リ
先
生

に
教
授
し
、
そ
の
後
は
八
年
間
パ
リ
高

等
音
楽
院
ハ
ー
プ
科
で
学
び
、
同
音
楽

院
ハ
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
、
正
規

の
ハ
ー
プ
専
攻
の
音
楽
院
を
卒
業
し
た
、

初
め
て
の
日
本
人
と
な
り
ま
す
。 

さ
ら
に
は
、
東
京
芸
術
大
学
に
初
の

ハ
ー
プ
科
を
創
設
し
た
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交

響
楽
団
で
活
躍
し
た
り
も
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
映
画
「
ビ
ル
マ
の

竪
琴
」
（
一
九
五
六
年
）
で
、
ハ
ー
プ

を
弾
い
て
い
る
の
も
阿
部
よ
し
ゑ
さ
ん

な
の
で
す
。 

 

【
阿
部
さ
ん
と
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
】 

阿
部
よ
し
ゑ
さ
ん
が
、
モ
ス
ク
ワ
で

速
記
者
と
し
て
働
い
て
い
た
当
時
、
彼

女
は
改
造
社
か
ら
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
依
頼
さ
れ
ま
す
。 

シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

嫌
い
で
有
名
で
し
た
が
、
一
九
三
五
年

九
月
に
、
彼
女
を
ヴ
ョ
ー
シ
ェ
ン
ス
カ

ヤ
村
の
自
宅
に
招
き
ま
す
。
彼
の
家
族

に
温
か
く
迎
え
ら
れ
た
阿
部
さ
ん
は
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
彼
と
『
静
か

な
ド
ン
』
に
つ
い
て
語
っ
て
い
ま
す
。 

阿
部
さ
ん
が
「
あ
な
た
の
戦
場
描
写

が
真
に
迫
る
こ
と
に
は
、
定
評
が
あ
り

ま
す
が
、
ご
自
身
、
戦
争
に
出
た
こ
と

が
お
あ
り
で
す
か
。
ま
た
は
兵
隊
に
で

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
」
と
尋
ね

ま
す
と
、シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
は「
な
ん
の
、

ち
り
ほ
ど
の
経
験
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

兵
隊
に
だ
っ
て
一
度
も
行
っ
た
こ
と
も

な
い
し
、
撃
っ
た
も
の
と
い
え
ば
、
草

原
（
ス
テ
ッ
プ
）
に
行
っ
て
、
野
鴨
を

撃
っ
た
く
ら
い
で
す
。」と
答
え
ま
す
。 

ま
た
、
「
ど
う
し
て
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ

は
故
郷
の
村
か
ら
離
れ
な
い
の
だ
ろ
う

と
、み
ん
な
が
そ
う
い
っ
て
い
ま
す
よ
」

と
尋
ね
ら
れ
る
と
、
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
は

「
画
家
が
必
要
な
も
の
を
写
生
す
る
た

め
に
、
ど
ん
な
に
遠
い
と
こ
ろ
で
も
出

か
け
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
同
じ

で
、
私
の
小
説
を
書
く
上
で
必
要
な
材

料
は
、
み
ん
な
こ
こ
に
揃
っ
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
ど
こ
に
も
行
く
必
要
が
無

い
ん
で
す
。
い
つ
で
も
私
は
、
主
人
公

た
ち
を
見
て
い
ら
れ
ま
す
か
ら
。
」
と

話
し
て
い
ま
す
。 

 
【
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
の
来
日
】 

戦
後
の
一
九
五
〇
年
代
、
日
本
放
送

協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
が
、『
静
か
な
ド
ン
』

の
放
送
を
頑
な
に
拒
否
し
た
時
代
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
時
代
、
阿
部
さ
ん
は

何
度
も
手
紙
を
書
き
続
け
、
つ
い
に
一

九
五
六
年
七
月
二
日
、
東
京
で
『
静
か

な
ド
ン
』
が
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
と
し
て
放

送
さ
れ
ま
す
。 

一
九
六
六
年
、
阿
部
さ
ん
の
影
で
の

努
力
も
あ
り
、
日
本
文
芸
協
会
の
招
待

で
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
一
家
が
日
本
に
や
っ

て
き
ま
す
。 

当
時
、
私
も
阿
部
さ
ん
と
一
緒
に
、

シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
を
出
迎
え
に
横
浜
港
ま

で
出
か
け
て
行
き
ま
し
た
。 

ヴ
ョ
ー
シ
ェ
ン
ス
カ
ヤ
村
の
、
国
立

シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
博
物
館
に
は
、
阿
部
さ

ん
の
写
真
と
、
そ
の
下
に
は
シ
ョ
ー
ロ

ホ
フ
が
阿
部
さ
ん
に
贈
っ
た
思
い
出
の

花
、
ス
テ
ッ
プ
の
“
不
滅
の
花
”
が
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
夫
妻
は
、
阿

部
さ
ん
に
プ
ラ
ト
ー
ク
（
シ
ョ
ー
ル
）

を
贈
り
、
阿
部
さ
ん
は
、
私
が
死
ぬ
と

き
に
は
、
こ
の
シ
ョ
ー
ル
を
巻
い
て
埋

葬
し
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。 

《 

講
師
紹
介 

》 

鴨
川 

和
子(

か
も
が
わ 

か
ず
こ) 

ロ
シ
ア
の
少
数
民
族
の
歴
史
、
文
化
の
研

究
に
携
わ
り
、
ノ
ー
ボ
ス
チ
通
信
社
東
京

支
局
記
者
や
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
学
術
・
文
化

研
究
所
所
長
を
歴
任
。
現
在
は
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。 

3 



 

       

将
棋
の
ル
ー
ツ

 

◆

◆

将
棋
の
ル
ー
ツ
は
、
い
ま
だ
解
明
さ

れ
て
い
な
い
謎
が
多
く
、様
々
な
説(
古

代
イ
ン
ド
の
四
人
制
さ
い
こ
ろ
将
棋

チ
ャ
ト
ラ
ン
ガ
、
駒
の
配
置
や
動
き
が

同
じ
タ
イ
将
棋
の
マ
ー
ク
ル
ッ
ク
な

ど)

が
あ
り
ま
す
。い
つ
ど
こ
か
ら
日
本

へ
伝
わ
っ
た
か
に
つ
い
て
も
、
奈
良
時

代
の
遣
唐
使
が
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
、

イ
ン
ド
～
東
南
ア
ジ
ア
～
中
国
を
経
た

ル
ー
ト
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
古
文

書
や
出
土
し
た
駒
の
年
代
か
ら
推
測
す

る
と
、
十
世
紀
の
後
半
か
ら
十
一
世
紀

初
め
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
平
安

～
鎌
倉
～
室
町
時
代
の
将
棋
は
、
現
在

の
将
棋
の
型(

盤
面
9×

9
・
駒
数

40
枚)

と
は
違
っ
た
、
桝
目
も
駒
数
も

多
い
大
将
棋
・
中
将
棋
・
大
々
将
棋
等

で
、
現
在
の
型
が
作
ら
れ
た
の
は
十
六

世
紀
以
降
と
い
え
そ
う
で
す
。 

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
幕
府
に
将
棋

所
が
設
け
ら
れ
、
毎
年
十
一
月
十
七
日

に
対
局
を
披
露
す
る
御
城
将
棋
が
開
か 

    

   

れ
ま
し
た
。
日
本
将
棋
連
盟
で
は
、
昭

和
五
十
年
よ
り
、
こ
の
日
を
「
将
棋
の

日
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 

将
棋
の
棋
士
と
は

 
◆

◆

棋
士
の
養
成
機
関
「
日
本
将
棋
連
盟

付
属
・
新
進
棋
士
奨
励
会
（
奨
励
会
）」

を
卒
業
後
、
四
段
に
昇
段
し
「
プ
ロ
棋

士
」
に
な
っ
た
者
を
い
い
ま
す
。
奨
励

会
に
は
六
級
で
入
会
し
、
昇
級
、
昇
段

規
定
の
階
段
を
一
段
ず
つ
登
っ
て
行
き

ま
す
。
三
段
に
到
達
す
る
の
は
三
十
～

四
十
名
程
で
、
半
年
か
け
て
一
人
十
八

局
の
三
段
リ
ー
グ
に
挑
戦
し
て
い
き
、

内
上
位
二
名
だ
け
が
四
段
に
昇
段
し
、

棋
士
に
な
れ
る
狭
き
門
で
す
。
四
段
に

な
れ
な
い
奨
励
会
員
は
、
二
十
六
歳
の
誕

生
日
で
自
動
的
に
退
会
と
な
り
ま
す
。
現

在
、
プ
ロ
棋
士
の
数
は
現
役
百
六
十
一
名
、

女
流
プ
ロ
棋
士
は
現
役
五
十
二
名
。
四
段

に
な
る
と
、
全
て
の
将
戦
に
出
場
が
で
き
、

固
定
給
と
対
局
料
が
入
り
ま
す
。
タ
イ
ト

ル
を
獲
得
す
れ
ば
賞
金
も
出
ま
す
。 

   ク
イ
ズ
《
壱
》 

藤
井
聡
太
四
段
が
、
小
学
校
四
年
の

時
に
書
い
た
文
集
で
、
将
棋
以
外
に
関

心
を
持
っ
た
こ
と
と
は
？ 

① 

サ
ッ
カ
ー 

② 

Ａ
Ｋ
Ｂ
４８ 

③ 

南
海
ト
ラ
フ 

 ク
イ
ズ
《
弐
》 

作
家
菊
池
寛
は
、
将
棋
愛
好
家
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
将
棋
に
熱
中

す
る
あ
ま
り
、
対
局
中
に
し
て
し
ま
う

奇
妙
な
癖
と
は
？ 

① 

持
ち
駒
を
噛
む 

② 

湯
呑
を
駒
台
に
置
く 

③ 

体
を
前
傾
し
た
時
に
自
分
の
駒
を

落
と
す 

 ク
イ
ズ
《
参
》 

夏
目
漱
石
の
明
治
時
代
後
期
の
日

記
に
「
将
棋
を
指
す
。
豊
隆
に
一
度
負

け
る
。
二
度
目
に
は
○
○
の
助
言
で
勝

つ
。」
と
い
う
一
節
が
あ
り
ま
す
。
助
言

し
た
人
は
誰
？ 

① 

芥
川
龍
之
介 

② 

内
田
百
閒 

③ 

高
浜
虚
子 

   

（
参
考
文
献
） 

『
将
棋
の
世
界
』
大
内
延
介
／
著 

角
川
書
店 

『
将
棋
の
歴
史
』
増
川
宏
一
／
著 

平
凡
社 

『
プ
ロ
棋
士
と
い
う
仕
事
』
青
野
照
市
／
著 

 
 

創
元
社 

「
公
益
社
団
法
人 

日
本
将
棋
連
盟
棋
士 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」 

ク
イ
ズ
出
題
：『
将
棋
世
界
』
二
〇
一
六
年
十
二
月

号
付
録 

     

●

 

『
人
工
知
能
は
ど
の
よ
う
に
し
て

「
名
人
」
を
超
え
た
の
か
？
』 

山
本
一
成
／
著 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社 

 

●
『
お
も
し
ろ
い
ほ
ど
よ
く
わ
か
る
羽

生
善
治
の
将
棋
入
門
』 

 

羽
生
善
治
／
監
修 

主
婦
の
友
社 

 

●
『
不
屈
の
棋
士
』 

 
 
 
 
 
 
 

大
川
慎
太
郎
／
著 

講
談
社 

 

●
『
勝
負
と
い
う
生
き
方
』 

 
 
 

高
橋
呉
郎
／
著  

日
本
将
棋
連
盟 

史
上
初
二
十
一
世
紀
生
ま
れ
の
将
棋
棋
士
：
藤
井
聡
太
さ
ん(

15
）
が
、
歴
代
単
独
一
位

と
な
る
公
式
戦
二
十
九
連
勝
を
達
成
し
ま
し
た
！
ス
ー
パ
ー
中
学
生
に
刺
激
を
受
け
た
皆

さ
ん
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
、
将
棋
の
世
界
を
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

将
棋
の
あ
れ
こ
れ 

～
将
棋
ク
イ
ズ
～ 

将
棋
に
興
味
を
持
た
れ
た
皆
さ
ん
。 

図
書
館
に
は
こ
ん
な
本
が
あ
り
ま
す
！ 

 

4 

ク
イ
ズ
の
答
え
は
、 

6
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
！ 

 



 

羽
生
善
治 

        

明
和
三(

一
七
六
六)

年
、
所
沢
村
植

宿(

現
在
の
日
吉
町)

に
生
ま
れ
ま
し
た
。

家
業
で
あ
る
紺
屋
の
仕
事
を
続
け
な
が

ら
棋
士
と
し
て
活
躍
し
、
当
時
の
民
間

棋
士
の
中
で
は
最
も
人
気
の
あ
る
一
人

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
保

六(

一
八
三
五)

年
、
藤
吉
は
将
棋
番
付

で
西
の
大
関
に
格
付
け
さ
れ
、
民
間
棋

士
と
し
て
は
破
格
の
七
段
を
許
さ
れ
ま

す
。 

天
保
八(

一
八
三
七)

年
七
十
二
歳

で
死
去
。
御
幸
町
の
川
端
霊
園
に
葬
ら

れ
ま
し
た
。お
墓
は
、台
石
を
将
棋
盤
、

香
炉
を
駒
に
模
っ
た
大
変
珍
し
い
も
の

で
す
。 

   

「
所
沢
の
東
吉
で
も
王
手
に
ゃ
逃
げ
る
」

と
い
う
将
棋
格
言
で
知
ら
れ
る
大
矢
東

吉
は
、
文
政
九(

一
八
二
六)

年
所
沢
新

田(

現
在
の
所
沢
新
町)

に
生
ま
れ
ま
し

た
。
幼
い
頃
か
ら
将
棋
に
長
じ
、
十
代 

      

の
頃
に
、
福
泉
藤
吉
の
墓
前
で
入
門
を

誓
い
ま
す
。
明
治
二
十(

一
八
八
七)

年

の
番
付
で
は
東
の
大
関
八
段
に
昇
格
し
、

次
代
の
名
人
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
以
後
東
吉
は
妻
や
子

に
先
立
た
れ
、
さ
び
し
い
余
生
を
送
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。明
治
二
十
五(

一
八

九
二)
年
六
十
七
歳
で
死
去
し
た
東
吉

は
花
園
三
丁
目
の
所
沢
霊
園
内
の
墓
で

静
か
に
眠
っ
て
い
ま
す
。 

 

  

昭
和
四
十
五(

一
九
七
〇)
年
生
ま

れ
で
、
四
歳
の
頃
に
八
王
子
に
転
居
す

る
ま
で
若
松
町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。 

両
親
共
に
将
棋
と
は
一
切
無
縁
で
、
駒

の
動
か
し
方
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
ん
な
羽
生
少
年
が
、
初
め
て

将
棋
を
指
し
た
の
は
小
学
校
一
年
生
の

時
、
同
級
生
と
そ
の
兄
の
三
人
で
遊
ん

で
い
た
時
で
、
駒
の
動
か
し
方
も
知
ら
な

か
っ
た
羽
生
少
年
の
惨
敗
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
以
降
、
こ
の
同
級
生
と
暇
を
見

つ
け
て
は
将
棋
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。 

小
学
校
二
年
生
の
頃
に
は
将
棋
に
さ

ら
に
の
め
り
込
み
、
朝
起
き
る
と
、
新
聞

の
将
棋
欄
を
読
み
、
食
事
時
や
布
団
の

中
で
も
将
棋
の
本
を
手
放
さ
な
い
ほ
ど

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
頃
、
デ
パ
ー
ト

主
催
の
小
学
生
将
棋
大
会
に
は
、
お
母

さ
ん
が
見
つ
け
や
す
い
よ
う
に
目
立
つ

赤
い
広
島
カ
ー
プ
の
帽
子
を
被
ら
さ
れ

た
羽
生
少
年
が
必
ず
参
加
し
て
お
り
、

連
戦
連
勝
で
「
赤
へ
ル
少
年
」
の
名
を

轟
か
せ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

昭
和
五
十
七(

一
九
八
二)

年
、
小
学
六

年
生
の
時
、
第
七
回
小
学
生
名
人
戦
に

優
勝
し
、
昭
和
六
十(

一
九
八
五)

年
に

は
四
段
に
昇
進
、
史
上
三
人
目
の
中
学

生
プ
ロ
棋
士
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
元(

一
九
八
九)

年
、
当
時
の
最
年

少
記
録
で
竜
王
位
の
獲
得
か
ら
始
ま
り
、

平
成
八(

一
九
九
六)

年
、
つ
い
に
前
人

未
到
の
七
冠
王
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

現
在
は
、
永
世
名
人
・
永
世
王
位
・
名

誉
王
座
・
永
世
棋
王
・
永
世
王
将
・
永

世
棋
聖
の
六
つ
の
永
世
称
号
を
有
す

る
、
ま
さ
に
将
棋
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
と

い
う
べ
き
人
物
で
す
。 

(

参
考
：
所
沢
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
所
沢
の
足
跡
」) 

 

             (

参
考
文
献) 

「
棋
士
『
所
沢
の
と
う
き
ち
』
」 

霜
田
照
夫
／
著
（
『
所
沢
市
史
研
究 

第
12
号
』 

 

所
沢
市
史
編
集
委
員
／
編
） 

『
所
沢
市
史 

上
』
所
沢
市
史
編
集
委
員
会
／
編 

『
所
澤
市
史
』
所
沢
市
史
編
纂
委
員
会
／
編 

『
と
こ
ろ
ざ
わ
歴
史
物
語
』 

所
沢
市
史
編
纂
委
員
会
／
編 

『
羽
生
善
治
神
様
が
愛
し
た
青
年
』 

 

田
中
寅
彦
／
著 

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ 

 

『
天
才
羽
生
善
治
神
話
』
小
室
明
／
著 

 

三
一
書
房 

『
将
棋
か
ら
学
ん
で
き
た
こ
と
』 

羽
生
善
治
／
著 

朝
日
新
聞
出
版 

『
将
棋
年
鑑 

平
成
28
年
版
』
日
本
将
棋
連
盟 

「
朝
日
聞
蔵Ⅱ

ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
人
物
事
典 

(

デ
ー
タ
ベ
ー
ス) 

福
泉
藤
吉 

大
矢
東
吉 

5 

所
沢
の
三
棋
士 

所
沢
出
身
の
棋
士
に
は
、
江
戸
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
二
人
の
「
と
う
き
ち
」
と
、

現
在
も
将
棋
界
を
賑
わ
せ
て
い
る
羽
生
善
治
氏
が
い
ま
す
。 

二
人
の
「
と
う
き
ち
」
が 

現
代
に
生
き
て
い
た
ら
、 

ど
ん
な
対
局
を
見
せ
て
く 

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
想
像 

す
る
だ
け
で
わ
く
わ
く
し
ま 

す
ね
。 

 

 



【クイズの答え】＜壱＞③ ＜弐＞① ＜参＞③  

 山
車
の
曳
き
ま
わ
し
と
伝
統
の
お

囃
子
が
魅
力
の
「
と
こ
ろ
ざ
わ
ま
つ 

り
」
。
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
う
ま
つ

り
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
所
沢

の
風
物
詩
で
す
が
、
ど
ん
な
山
車
が

あ
る
の
か
、
お
囃
子
は
誰
が
作
っ
た

の
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
と
こ
ろ

ざ
わ
ま
つ
り
を
二
倍
楽
し
め
る
、
歴

史
や
豆
知
識
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

  

  

山
車
の
曳
き
ま
わ
し
は
明
治
初
期

頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
当
時
は

山
車
を
牛
に
引
か
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
各
町
内
の
山
車
が
出
揃
っ
た

の
は
昭
和
二
十
五(

一
九
五
〇)

 

年

市
制
施
行
の
と
き
。
山
車
の
多
く
は

近
隣
の
人
た
ち
が
製
作
し
た
も
の
で

す
が
、
中
に
は
御
幸
町
の
山
車
の
よ

う
に
全
国
的
に
名
を
は
せ
た
名
匠
の

作
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
十
二
台(

元

町
本
町
、
元
町
東
、
寿
町
、
有
楽
町
、

御
幸
町
、
宮
本
町
、
金
山
町
、
日
吉

町
・
東
町
、
旭
町
、
新
井
町
、
西
所

沢
、
星
の
宮) 

あ
る
山
車
の
う
ち
、

元
町
本
町
、
有
楽
町
、
御
幸
町
の
三 

  

 

  
 

 

と
呼
ば
れ
る
、
テ
ン
ポ
の
良
さ
と
小

太
鼓
二
つ
の
掛
け
合
い
が
特
徴
の
流

派
で
す
。
重
松
流
は
、
山
車
の
上
で

雄
壮
に
演
じ
ら
れ
る
ケ
ン
カ
囃
子
で

あ
る
た
め
、
ツ
ッ
カ
ケ
囃
子
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
初

期
に
か
け
て
所
沢
を
中
心
に
近
隣
に

広
ま
っ
た
流
派
で
、
所
沢
に
住
ん
で 

 

現
在
、
こ
の
祭
囃
子
も
市
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

（
参
考
文
献
） 

『
所
沢
市
史 

民
俗
』 

所
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
／
所
沢
市 

『
と
こ
ろ
ざ
わ
歴
史
物
語
』 

所
沢
市
教
育
委
員
会 

『
金
山
百
年
史
』
金
山
町
町
内
会 

『
祭
り
と
芸
能
』
祭
り
と
芸
能
編
集
委

員
会
／
所
沢
市
立
中
央
公
民
館 

『
所
沢
中
心
市
街
地
楽
知
見
マ
ッ
プ
』 

所
沢
商
工
会
議
所 

 

と
こ
ろ
ざ
わ
ま
つ
り
の
歴
史
を
さ
ら

に
詳
し
く
調
べ
た
い
方
は
、
図
書
館

の
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
（
調
べ
方
案

内
）
も
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
！ 

                  

山 だ 

車 し 

・
編
集
初
参
加
で
、
限
ら
れ
た
紙
面
で
楽

し
く
、
わ
か
り
や
す
く
記
事
を
書
く
の

に
苦
労
し
ま
し
た
。
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。(

Ｍ) 

・
羽
生
棋
士
が
所
沢
出
身
だ
っ
た
こ
と

を
、
今
回
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
脳
ト

レ
に
将
棋
を
始
め
て
み
よ
う
か
し
ら
…
。

(

Ｓ
） 

と
こ
ろ
ざ
わ
ま
つ
り
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！ 

編
集
後
記 
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今
年
の
と
こ
ろ
ざ
わ
ま
つ
り
は
、 

十
月
八
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。
山

車
の
曳
き
回
し
や
お
囃
子
は
も
ち
ろ

ん
、
近
年
は
サ
ン
バ
な
ど
の
多
彩
な
催

し
物
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
図
書
館
で
知
識
を
蓄
え
て
か

ら
、
ま
つ
り
に
お
で
か
け
に
な
っ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

祭
囃
子

ま
つ
り
ば
や
し 

所
沢
の
祭
囃
子
の
主
流
は
重
松

じ
ゅ
う
ま

流 

い
た
古
谷

ふ

る

や

重
松

じ
ゅ
う
ま
つ

が
広
め
ま
し
た
。 

台
が
市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。 


